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1． システム更新の際の移行を迅速に行えるように、診療録等のデータを標準形式が

存在する項目に関しては標準形式で、標準形式が存在しない項目では変換が容易

なデータ形式にて出力及び入力できる機能を備えること。 

2． マスタデータベースの変更の際に、過去の診療録等の情報に対する内容の変更が

起こらない機能を備えていること。 

 

【ネットワークを通じて医療機関等の外部に保存する場合】 

医療機関等に保存する場合の最低限のガイドラインに加え、次の事項が必要となる。 

 

（1） データ形式及び転送プロトコルのバージョン管理と継続性の確保を行うこと 

保存義務のある期間中に、データ形式や転送プロトコルがバージョンアップまたは

変更されることが考えられる。その場合、以前のデータ形式や転送プロトコルを使用

している医療機関等が存在する間は対応を維持しなくてはならない。 

 

（2） ネットワークや外部保存を受託する機関の設備の劣化対策を行うこと 

ネットワークや外部保存を受託する機関の設備の条件を考慮し、回線や設備が务化

した際にはそれらを更新する等の対策を行うこと。 

 

 D．推奨されるガイドライン 

【医療機関等に保存する場合】 

（1） 不適切な保管・取扱いによる情報の滅失、破壊の防止 

1． 記録媒体及び記録機器、サーバの保管は、許可された者しか入ることができない

部屋に保管し、その部屋の入退室の履歴を残し、保管及び取扱いに関する作業履

歴と関連付けて保存すること。 

2． サーバ室には、許可された者以外が入室できないように、鍵等の物理的な対策を

施すこと。 

3． 診療録等のデータのバックアップを定期的に取得し、その内容に対して改ざん等

による情報の破壊が行われていないことを検査する機能を備えること。 

 

（2） 記録媒体、設備の劣化による読み取り不能または不完全な読み取りの防止 

1． 診療録等の情報をハードディスク等の記録機器に保存する場合は、RAID-1 もし

くは RAID-6 相当以上のディスク障害に対する対策を取ること。 

 

【ネットワークを通じて医療機関等の外部に保存する場合】 

（1） ネットワークや外部保存を受託する機関の設備の互換性を確保すること 

1. 回線や設備を新たなものに更新した場合、旧来のシステムに対応した機器が入手


